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第三者審査報告書

「社会環境報告書2003」では鉄道

事業における環境面、社会面、経済面の

状況に加え、グループ会社の状況も開示

されました。また、2部構成の編集等に

より、多様なステークホルダーのニーズ

に応えるとともに、第三者審査を受ける

など、誠実なアカウンタビリティー（説

明責任）の遂行に努められています。今

後は事業特性に配慮した環境面、社会面

での取り組みをより一層推進されるとと

もに、社会環境報告書を活用してステー

クホルダーとのコミュニケーションを促

進されることを期待します。

朝日監査法人
環境マネジメント部
柴田　充 氏

来年度への展望

環境報告書から数えると8回目、社会環境報告書として
は２回目の発行となりますが、重要な点だけをわかりやす
くお伝えすることと専門的な情報を開示すること、いかに
してこの二つのバランスをとるかというこれまでの議論
をふまえ、今回はハイライト編と詳細編の二部構成としま
した。
環境面においては、初めてグループ会社の環境負荷も
定量的に把握しましたので、今後はその削減への取り組
みを推進していくとともに、その過程において、各社の取
り組みを効果的に結合していきたいと考えます。
社会面と経済面も含めて、弊社グループの事業特性を
活かした取り組みにより、さまざまなステークホルダーの
皆さまにご満足いただけるよう、さらに努力を続けてまい
ります。

取締役
経営管理部長
小暮 和之


